
 

 
 

 

 

 

         ブランドを担うメンバー全員が｢百貨店ブランド〇〇｣ターゲットについて共通認識がもてるよう、消費者の実状にせまる情報収集を行う。 

         事前に｢確認したいこと｣を明確にした上で、インタビュー項目としてシナリオを組み立てる。 

         収集した実状情報は、要素ごとに一般的な傾向か対象者の特殊な感性によるものかを分けて把握し、｢百貨店ブランド〇〇｣ターゲット世代 

         に対し、理解を深める。 

 
                      ＊事前にヒアリング、または可能であれば参考となる資料をお預りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ①１年に１度の通信機会を活用し、「百貨店ブランド〇〇」の接点者別比率の概要を把握  その後抽出 

        ②スケジュール優先の場合は、当社で把握しているチャネル情報をベースに事前リクルートを行う  その後モニター通信機会で 

 収集したデータを併用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                  今後のミーティングで活用できるもの 

｢百貨店ブランド〇〇｣ターゲット世代の実態にせまる消費者情報収集活動について 

株式会社ウイズプランニング 

実施 

コンセプト 

■対象者について（対象者抽出の考え方） 

 

 

 

 

 

  年代構成 
ex.30 代、50 代の割合は？ 

「百貨店ブランド

〇〇」顧客傾向 

接点実状 

来店動機 

購入実状 

リピート実状 

・雑誌記事を見て 

・導入時より気になっていた 

・○○ぶりなので立寄った 

・アイテム比率 

・季節性、年代特性、 

・リピート率、リピート動機 

 

            例えば 
 

 使用経験者(過去) 

 認知関心者 

百貨店ブランド〇〇を認識している 

百貨店ブランドに接点がある 

自身のエイジングケアが語れる 

ファンデーション選択にこだわりがある 
 

             ････など 

「百貨店ブランド◯◯」との接点 

手法 

活動ステップ 

          

｢確認したいこと｣ 

｢現ユーザー情報｣ 

①事前情報打合せ 

お
預
り 

          

インタビュー   「百貨店ブランド〇〇」 

シナリオの作成  メンバーのためのＧＩ参加 

         打合せフォーマット開発 

②調査企画 
 

 ３名×２コマ 

＊「百貨店ブランド〇〇」 

オフィスにて実施 

③実査 
 

速記録 

発言表(＊) 

④レポート 

連動 

(＊)発言表として完成･分類を行う 

  時は、別途費用派生(３万円) 

https://ebisuplan.com/

